
2024.9

―



女性参政権が実現して来年は80周年、現在、地方議会に女性議員の占める割合は %、

愛知県も ％に過ぎず、国の目標「候補者 %を女性に」には遠く及びません。

市川房枝（1893-1981、一宮市出身）は、 戦前から「婦選は鍵なり」を信条に、女性の政治参画への

道を切り拓き、 実践してきました。

その理念を引き継ぐ （公財）市川房枝記念会女性と政治センターは、市川生誕の地、愛知県から

「女性議員を出そう、出よう、そして支えよう」をキーワードに「私たちにできる選挙運動―住民参加型

選挙」を伝えます。 女性議員の奮闘ぶりも聞き、 どうしたら女性の政治参画が進むのかご一緒に考えま

しょう。 併せて、女性の権利の国際基準を定めた「女性差別撤廃条約」を学ぶ講座を開催します。

https://forms.gle/5qFdqpmntWMaj1SC9


